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令和３年度「災害時外国人支援情報コーディネーター養成研修」

講義①

自己紹介：田村太郎

• 阪神大震災で被災した外国人へ情報提供を行う「外国人地震情報センター」を設立
• 95年10月「多文化共生センター」へ発展改称

Ø 全国５カ所で外国人支援活動を展開、06年に全国５カ所のセンターに独立。

• 総務省「地域における多文化共生の推進に関する研究会」構成員（05、06年度）
Ø 「多文化共生推進プラン」の策定に参画

• (財)自治体国際化協会 参事（05年度）
Ø 多文化共生事業担当として、災害時多言語情報支援ツールの作成などに携わる

• 「多様性を地域と組織の力に」をテーマに、事例研究やセミナーの開催、企業と市民の
コミュニケーションを促すしくみづくりに取り組む「ダイバーシティ研究所」を設立（０７年）
Ø 2009年に一般財団法人化

• 2009年「多文化共生マネージャー全国協議会」代表理事（〜18年 現在は副代表理事）
Ø 新潟県中越沖地震（2007年）で全国のマネジャーが活躍したこと機に2009年に法
人化し、各地で災害時対応研修等を実施

• 東日本大震災直後に内閣官房企画官に就任。「震災ボランティア連携室」で被災地
• 支援を担当。現在は復興庁・復興推進参与として、民間連携やボランティアを担当

• 明治大学大学院兼任講師（15年〜 ソーシャルビジネス、ダイバーシティ・マネジメント）
• 大阪大学客員准教授（19年〜 共創社会論） ・関西大学非常勤講師（日本事情Ⅰ）
• 大阪府南海トラフ地震対応強化策検討委員（18年） 2
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１．災害時対応と外国人支援

大規模災害では多くの避難者が長い期間、避難生活を送る

• 地域防災計画で定められている「指定避難所」ではない場所にも避難する
• 施設が行政の直営か民間の運営かは避難者には理解できない
• 災害発生の時間帯によっては、住民以外の帰宅困難者も多数避難する
• ペットがいる世帯等、避難所には行かずに自宅で過ごす世帯も多い

避難所とは？
・災害などで避難が必要なときに市町村が開設する施設
災害の種類で避難所が異なる（洪水・土砂・地震・津波）
地域防災計画であらかじめ指定されている場所を「指定避難所」という
避難所（収容避難場所）となる施設は学校や公民館などの公共施設が多い

・避難所の機能は「物資」「サービス」「情報」「生活の場」の提供
物 資：水、食糧、生活用品、衣類、衛生用品、毛布
サービス：安否確認、健康管理、託児、通信(電話・wifi）、電源
情 報：行政からの情報、民間からの情報（企業、NPO、ボランティア）
生活の場：生活スペースのほか、トイレ、洗濯、調理、学習スペースなどが

設けられることもある

「さまざまなストレスを抱える被災者の中に外国人も避難している」
という認識を持ち、外国人避難者と周囲とのコミュニケーションにも配慮する
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困難を極める避難所での生活

• 直後の大量避難で、備蓄はたちまち底をつく
Ø 備蓄のために想定した人数を上回る避難者が利用する事例が少なくない

Ø 大規模災害時は交通網もマヒするため、行政の防災備蓄倉庫から物資が届
けられるまで時間がかかる

Ø 着の身着のままで非常持ち出しを持参する住民も多くなく、災害直後に避難
所の備蓄は底をつく

• ライフライン停止が長期に及ぶ場合は、１ヶ月〜半年程度避難が続く
Ø 阪神・淡路以降の震度７の地震災害では、すべての避難所が閉鎖されるまで
におおむね半年間かかっている

Ø 熊本地震では「一時避難所」で２ヶ月過ごした事例も

Ø 自力で安全な地域へ異動できる人から避難所を離れるため、自力で避難でき
ない「ケアが必要な人」が残り、閉鎖までに時間がかかる

１．災害時対応と外国人支援



外国人への災害対応では「ストック情報」と「フロー情報」に着目！

• 人が行動を起こすときには、あらかじめ提供された情報やこれまでの教育・
訓練などで蓄積された情報（＝ストック情報）がスタートラインとなる

• 災害発生後に危険情報（例：地震が起きました）や対応情報（例：避難してく
ださい）を受け取っても、ストック情報がなければ適切な避難行動はとれない

地域で発生する災害について

避難するときの注意点

避難する場所

避難所に行くメリット

危険情報「地震が起きました」

対応情報「避難してください」

ストック情報

フロー情報

一般的な
日本人

一般的な
外国人
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１．災害時対応と外国人支援

災害時に外国人からよく聞かれる悩み

外国人側の「ストック情報」の不足による困りごと

• 災害そのもののリスクがわからない

• どのように避難すればいいかわからない

• 避難所の場所や受けられるサービスがわからない

• 避難所でどのような行動をとればいいかわからない

「フロー情報」での配慮不足による困りごと

• 災害時にしか出てこない日本語による混乱 （例：不通、救援、給水…）
• 直訳しても意味が伝わらない

（例：余震に気をつけましょう、ご自由にお取りください）

日本人の「理解不足」による困りごと

• 外国人の存在を知らないことによる誤解に起因する排除や差別

• 外国人の行動に対する誤解に起因する排除や差別

１．災害時対応と外国人支援
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「自分の言語で話ができる」「周囲の日本人とのあいだをつないでくれる」

という安心感を提供することが重要！
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コロナ禍における災害対応と外国人が直面する課題

避難所での「三密」を避けるための３つの「新しい避難様式」

①在宅避難

・ 自宅が安全な場合は避難所に行かない

・ 在宅避難を前提とした備蓄を各家庭で行う

②屋外避難

・ 駐車場など避難所の周辺での車中泊やテント泊も活用する

・ 車中泊やテント泊を想定した備蓄を各家庭＋地域で行う

③疎開避難

・ 被災しない親戚や知人宅、ホテルなどへ避難する

・ あらかじめ避難先や移動方法を定めておく

三密を回避した「新しい避難様式」で必要な配慮

• 「在宅避難」「屋外避難」「疎開避難」が難しい外国人
Ø 「避難所に行く」ことを推奨してきたこれまでの災害対応からの転換が必要だが、避難所の
三密回避で推奨される避難行動は外国人にとって難しい

• 感染対策における異文化対応や「ストック情報」のちがいへの対応も必要
Ø 宗教上の理由でアルコールでの手指消毒ができない人も

Ø マスク着用や手洗い・うがいの習慣、ハンカチの使い方のちがい、ハグの文化…

１．災害時対応と外国人支援

避難所利用者を
少なくすることで
三密を回避する

↓
「避難所へ行く」
災害文化からの
転換が必要！

「災害多言語支援センター」の設置
• 大規模な災害が発生した際、避難生活を送る外国
人を対象に、多言語で情報提供を行う活動をコー
ディネートする組織
Ø 2008年度に自治体国際化協会が「災害時におけ
る外国人被災者支援のあり方検討会」を設置し、
都道府県が「多言語支援センター」を設置して被
災自治体を応援するスキームを研究

Ø 2009年3月に自治体国際化協会が「多言語支援
センター立ち上げマニュアル」を公開

Ø 東日本大震災等を受け、２度改訂
Ø 2017年度に総務省国際室が「災害時外国人支援
コーディネーター」制度を検討し人材育成に着手

• 期待される役割
Ø 避難所巡回による外国人避難者の把握
Ø 多言語情報の作成（印刷配布、ウエブサイ
トやSNSでの配信、FMでの放送用素材）

Ø 上記を実施するために必要な人材のコー
ディネート

２．災害時に求められる取り組みについて
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災害時における「災害多言語支援センター」と関係団体の全体イメージ

自治体国際化協会「災害時の多言語支援のための手引き2018」 より 9

２．災害時に求められる取り組みについて
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災害多言語支援センターの１日の活動スケジュール

自治体国際化協
会「災害時の多言
語支援のための
手引き2018」 より
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２．災害時に求められる取り組みについて



災害多言語支援センターの避難所巡回体制のイメージ

自治体国際化協会「災害時の多言語支援のための手引き2012」 より
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15ศ⛬ᗘࡢ㠃ㄯࡸ᝟ሗᥦ౪άືࢆᐇ᪋࠿4ࠊࡶ࡚ࡋ࡜ࡓࡋᡤ࡛㸯᫬㛫ࠊ㑊㞴ᡤ㛫ࡢ⛣ື᫬㛫ࡽࡉࠊ࡜ࡿࡵྵࢆ 
ࡇࡿࡍᕠᅇ࡚ࡋ㞟୰࡟᫬㛫ᖏࡢኤ㣗ࡿ࠸࡟㑊㞴ᡤࡶ࡜ࡗࡶࡀ⪅㑊㞴ࠊࡣ࡛ࣝࣜࢻࡢࡇࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡾ࠿࠿ࡀ᫬㛫࡟
 ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ᝿ᐃࢆ࡜
䞉䠥䠰⌜䛿䚸䝉䞁䝍䞊㛤タ᫬䛿䠎ேయไ䛸䛩䜛䛜䚸㏵୰䛛䜙䠍ேయไ䛻ኚ᭦䛧䛶䛔䜎䛩䚹 
䞉┦ㄯ❆ཱྀ䛿䚸䠎ேయไ䛸䛧䛶䛔䜎䛩䚹 
 
䛒䛟䜎䛷䝅䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁䛾್䛷䛒䜚䚸ᐇ㝿䛻䛿䚸䜒䛳䛸ᑡ䛺䛔ேᩘ䛷㐠Ⴀ䛷䛝䜛䛛䜒䛧䜜䜎䛫䜣䛜䚸䛔䛦䛸䛔䛖᫬䛻 
ៃ䛶䛺䛔䜘䛖ලయⓗ䛺᝿ᐃ䜢䛧䛶䛚䛝䜎䛧䜗䛖䚹 

ゎㄝ㸯 

ᇶ♏᝟ሗ 

ゎㄝ㸶 

ᗈᇦ㐃ᦠ 

ゎㄝ㸵 

⩻ヂయไ 

ゎㄝ㸰 

⿕⅏ண  

ゎㄝ㸱 

ேဨ⟬ᐃ 

ゎㄝ㸲 

ึືయไ 

ゎㄝ㸳 

ᴗົෆᐜ 

ゎㄝ㸴 

㐠Ⴀయไ 

➨
㸯
㒊 

ᕳ
ᮎ
௜
㘓 

ᗎ
❶ 

➨
㸯
❶ 

➨
㸰
❶ 

➨ 

㸰 

㒊 

➨
㸱
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２．災害時に求められる取り組みについて

災害多言語支援センターの翻訳業務の流れ

自治体国際化協会「災害時の多言語支援のための手引き2018」 より
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ゝㄒྡ ᑐᛂ≧ἣ㸦࣭ۑ�㸧 ࡢ�ሙྜࡢ⩻ヂ౫㢗ඛ 

㸯 ࣝ࢞ࢺ࣏ࣝㄒ ۑ ᅜ㝿஺ὶဨ  

㸰 ࣥ࢖࣌ࢫㄒ ࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ ۑ  

㸱 ୰ᅜㄒ ۑ ┦ㄯဨ  

㸲 ࢢࣟ࢞ࢱㄒ �  ڧڹᅜ㝿஺ὶ༠఍࡬౫㢗 

㸳 㡑ᅜ࣭ᮅ㩭ㄒ 㸫 Ọఫ⪅ࡵࡓࡢ᪥ᮏㄒ⌮ゎ  

㸴 ⱥㄒ ۑ ᅜ㝿஺ὶဨ  

㸵     

䛆䝁䝯䞁䝖䛇 

እᅜேఫẸ≧ἣ䜢ඖ䛻䚸ⓙ䛥䜣䛾ᆅᇦ䛷ከ䛟ヰ䛥䜜䛶䛔䜛ゝㄒ䜢ᢤ䛝ฟ䛩䛸䛸䜒䛻䚸⩻ヂ⪅䛜㌟㏆䛻䛔䜛䛛䜒☜ㄆ䛧䛶䛚
䛝䜎䛧䜗䛖䚹䜎䛯䚸⩻ヂᴗົ䛾౫㢗䛻䛴䛔䛶䛿䚸౛䛘䜀ᕷ⏫ᮧ䝺䝧䝹䛷䛿ᑐᛂ䛷䛝䛺䛔ゝㄒ䛷䜒䚸㒔㐨ᗓ┴䜎䛷ྵ䜑䜛䛸ᑐᛂ
䛷䛝䜛䛛䜒䛧䜜䜎䛫䜣䚹ᆅᇦ䛾ᐇ᝟䛻ྜ䜟䛫䛶᝿ᐃ䛧䛶䜏䜎䛧䜗䛖䚹 

䛆䝁䝯䞁䝖䛇 
᪂₲┴୰㉺Ἀᆅ㟈䛾㝿䛻䛿䚸ୖᅗ䛾䜘䛖䛺యไ䛷⩻ヂᴗົ䛜⾜䜟䜜䜎䛧䛯䚹 

ゎㄝ㸯 

ᇶ♏᝟ሗ 

ゎㄝ㸶 

ᗈᇦ㐃ᦠ 

ゎㄝ㸰 

⿕⅏ண  

ゎㄝ㸱 

ேဨ⟬ᐃ 

ゎㄝ㸲 

ึືయไ 

ゎㄝ㸳 

ᴗົෆᐜ 

ゎㄝ㸴 

㐠Ⴀయไ 

ゎㄝ㸵 

⩻ヂయไ 

䛆⩻ヂཎ✏సᡂ⪅䞉⩻ヂ⪅䛾␃ព஦㡯䛾౛♧䛇 

䞉 ṇ☜䛥䛻Ẽ䜢䛸䜙䜜䜛䛒䜎䜚䚸┤ヂⓗ䛻䛺䜙䛺䛔䛣䛸 

୍ㄒ୍ㄒ䛻䛣䛰䜟䜛䛒䜎䜚䚸ㄞ䜏ᡭ䛻䜟䛛䜚䛻䛟䛔ᩥ❶䛻䛺䛳䛶䛿䛔䛡䜎䛫䜣䚹 

䞉 䛒䛔䜎䛔䛺⾲⌧䛿ṧ䛥䛺䛔 

≉䛻᪥ᮏㄒ䛛䜙እᅜㄒ䛻ヂ䛩䛸䛝䛿䚸䛒䛔䜎䛔䛺ゝ䛔ᅇ䛧䜢䛭䛾䜎䜎⩻ヂ䛧䛶䜒ព࿡䛜ఏ䜟䜙䛺䛔䛣䛸䛜ከ䛔䛷䛩䚹 

䞉 䠍䛴䠍䛴䛾ᩥ䜢䛩䛳䛝䜚䛥䛫䜛䛣䛸 

ᩥ❶䜢▷䛟䛧䛯䜚䚸⟠᮲᭩䛝䛻䛩䜛䛸䚸䜟䛛䜚䜔䛩䛔ᩥ❶䛻䛺䜚䜎䛩䚹 

䛣䛾䜋䛛䚸⏝ㄒ䛾⤫୍䚸ไᗘྡ䜔䝃䞊䝡䝇ྡ䚸ᑓ㛛⏝ㄒ䚸䜹䝍䜹䝘ㄒ䠄࿴〇ⱥㄒ䠅䛾⩻ヂ䛻䛿ὀព䛜ᚲせ䛷䛩䚹䜟䛛䜚䜔䛩䛔⾲

⌧䛻ᚰ䛜䛡䚸䛸䛝䛻ᑓ㛛ⓗ䛷ṇ☜ᛶ䜢ồ䜑䜙䜜䜛ሙྜ䛻䛿ཝᐦ䛺⩻ヂ䜒኱ษ䛸䛺䜚䜎䛩䚹 

䜎䛯䚸⩻ヂᩥ䛻䛿ᚲ䛪᪥ᮏㄒ䜒ేグ䛩䜛䛺䛹䚸䛒䜙䛛䛨䜑䝣䜷䞊䝬䝑䝖䜢ᩚ䛘䛶䛚䛟䛣䛸䜒ᚲせ䛷䛩䚹 

 

ཧ⪃䠖䛂⅏ᐖ᫬ㄒᏛ䝃䝫䞊䝍䞊䛾䛯䜑䛾⏝ㄒ㞟䞉⾲⌧㞟䞉ཧ⪃㈨ᩱ䛃䠄CLAIRⓎ⾜ 2006䠅 

ከᩥ໬ඹ⏕䝉䞁䝍䞊⦅䛂㏻ヂ䞉䝪䝷䞁䝔䜱䜰䝝䞁䝗䝤䝑䜽䛃䠄኱㜰ᗓⓎ⾜ 2000䠅 

➨
㸯
㒊 

ᕳ
ᮎ
௜
㘓 

ᗎ
❶ 

➨
㸯
❶ 

➨
㸰
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㸰 

㒊 

➨
㸱
❶ 

12

２．災害時に求められる取り組みについて



䕿㏆ᖺ䚸እᅜேఫẸᩘ䛜ቑຍ䛧䛶䛔䜛୰䚸኱䛝䛺⿕ᐖ䜢䜒䛯䜙䛩⮬↛⅏ᐖ䛜㢖⦾
䛻Ⓨ⏕䛧䛶䛔䜛≧ἣ䚹

䕿⥲ົ┬䛷䛿䛂᝟ሗ㞴Ẹ䝊䝻䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛃䜢㛤ദ䛧䚸ྠ䜰䜽䝅䝵䞁䝥䝷䞁䠄ᖹᡂ28 ᖺ
12᭶䠅䛻䛚䛔䛶䚸2020ᖺ䛾┠ᣦ䛩ጼ䛾୍䛴䛸䛧䛶䚸㑊㞴ᡤ➼䛻䛔䜛እᅜே⿕⅏
⪅䜈䛾᝟ሗఏ㐩䜢ᨭ᥼䛩䜛䛂⅏ᐖ᫬እᅜேᨭ᥼᝟ሗ䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊䛃䛾㓄⨨
䛜♧䛥䜜䛯䚹

䕿䛣䜜䜢ཷ䛡䚸䛂⅏ᐖ᫬እᅜேᨭ᥼᝟ሗ䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊ไᗘ䛻㛵䛩䜛᳨ウ఍䛃䜢
タ⨨䚹䠄ᖹᡂ29ᖺ䠑᭶䠅

䕿⅏ᐖ᫬䛻䛚䛡䜛እᅜேᑐᛂ䛻㛵䛧䚸௨ୗ䛾䠏䛴䛜኱䛝䛺ㄢ㢟䛸䛥䜜䛯䚹

䐟ゝㄒ䛾ቨ䛜䛒䜛䚸䐠⫼ᬒ▱㆑䛜୙㊊䛧䛶䛔䜛䚸䐡䝙䞊䝈䛜ከᵝ䛷䛒䜛䠄㣗⏕ά䚸⩦័➼䠅

⅏ᐖ᫬እᅜேᨭ᥼᝟ሗ࣮ࢱ࣮ࢿ࢕ࢹ࣮ࢥไᗘ䛻㛵䛩䜛᳨ウ఍ ሗ࿌᭩ᴫせ

䛿䛨䜑䛻 䠋 ➨䠍❶ ⅏ᐖ᫬䛾እᅜேᑐᛂ䛻㛵䛩䜛᪋⟇䛾䛣䜜䜎䛷䛾ື䛝 ➨䠎❶ ⅏ᐖ᫬䛾እᅜேᑐᛂ䛻㛵䛩䜛ㄪᰝ⤖ᯝͤ1

䕿㒔㐨ᗓ┴䞉ᨻ௧ᣦᐃ㒔ᕷ䛻䛚䛔䛶䚸⣙䠔๭䛾ᅋయͤ2䛜⅏ᐖከゝㄒᨭ᥼䝉䞁
䝍䞊➼䛾እᅜேᨭ᥼యไ䜢ᩚഛ῭䜏䛷䛒䜛䚹

䕿ᆅᇦᅜ㝿໬༠఍䛿䚸ᆅᇦ䛾䝪䝷䞁䝔䜱䜰䜔᪥ᮏㄒᩍᐊ➼䛸ከᵝ䛺䛴䛺䛜䜚䜢
ᣢ䛳䛶䛚䜚䚸⅏ᐖ᫬䛻䛚䛡䜛እᅜேᨭ᥼䛻䛒䛯䜚䚸䛭䛾ᯝ䛯䛩ᙺ๭䛿኱䛝䛔䚹

䕿⅏ᐖ᫬䛾እᅜேఫẸ䛾䝙䞊䝈ᢕᥱ᪉ἲ䛸䛧䛶䛿䚸ᆅᇦᅜ㝿໬༠఍➼䛾ά⏝
䜔❆ཱྀ䛷䛾᝟ሗ཰㞟䚸㑊㞴ᡤ䜈䛾ᕠᅇ➼䛜ከ䛔䚹

䕿ᆅ᪉බඹᅋయ䛜⅏ᐖ᫬䛻እᅜே䛻ᮇᚅ䛩䜛༠ຊศ㔝䛿䚸㏻ヂ䞉⩻ヂ䛾䝪䝷
䞁䝔䜱䜰䛜᭱䜒ከ䛔䚹

ͤ1 㒔㐨ᗓ┴䞉ᨻ௧ᣦᐃ㒔ᕷ䞉312ᕷ༊⏫ᮧ䠄ᢳฟ䠅䚸㒔㐨ᗓ┴䛾ᆅᇦᅜ㝿໬༠఍䜢ᑐ㇟䛸䛧䛯
䜰䞁䜿䞊䝖䠄ᖹᡂ29ᖺ䠏᭶⥲ົ┬ᐇ᪋䠅䜘䜚䚹

ͤ2 ༠ᐃ䛻ᇶ䛵䛟䜒䛾䛜䠒๭⛬ᗘ䚸༠ᐃ䛻ᇶ䛵䛛䛺䛔䜒䛾䛜䠎๭⛬ᗘ䚹

➨䠏❶ ⅏ᐖ᫬እᅜேᨭ᥼᝟ሗ䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊䛾ᴫせ ➨䠐❶ ⅏ᐖ᫬እᅜேᨭ᥼᝟ሗ䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊ไᗘ䛾௙⤌䜏

䕿᝟ሗ䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊䜢㣴ᡂ䛩䜛䛯䜑䚸᪤Ꮡ䛾◊ಟ䛾ά⏝䜢ྵ
䜑䛶ᚲせ䛺◊ಟ䛜ᐇ᪋䛥䜜䜛䛣䛸䛜ᮃ䜎䛧䛔䚹

䕿᝟ሗ䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊䛸䛧䛶ㄡ䜢㓄⨨ྍ⬟䛛⟶⌮䛧䛶䛚䛟䛯䜑䚸
◊ಟಟ஢⪅䜢ᥖ㍕䛩䜛᝟ሗ䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊ೃ⿵⪅䛾ྡ⡙䜢
సᡂ䛩䜉䛝䚹

䕿⅏ᐖ᫬䛻䛚䛡䜛እᅜே⿕⅏⪅䜈䛾᝟ሗఏ㐩䛻㛵䛩䜛
ㄢ㢟䛸䛧䛶䛿䚸
䞉⅏ᐖ᫬䛻⾜ᨻ➼䛛䜙ᥦ౪䛥䜜䜛᝟ሗ㔞䛿⭾኱
䞉እᅜே䛾䝙䞊䝈䞉ồ䜑䜛᝟ሗ䛿ከᵝ
䛷䛒䜛䛣䛸䛜䛒䛢䜙䜜䜛䚹

䕿᝟ሗ䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊ͤ1䛿䚸⅏ᐖከゝㄒᨭ᥼䝉䞁䝍䞊➼
䛻䛚䛔䛶䚸⅏ᐖ᫬䛻⾜ᨻ➼䛛䜙ᥦ౪䛥䜜䜛⅏ᐖ䜔⏕ά
ᨭ᥼➼䛻㛵䛩䜛᝟ሗ䜢ᩚ⌮䛧䚸እᅜே⿕⅏⪅䛾䝙䞊䝈
䛸䛾䝬䝑䝏䞁䜾䜢ᐇ᪋ͤ2䚹

䕿⅏ᐖ᫬䛻෇⁥䛻᝟ሗ䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊ไᗘ䜢ᶵ⬟䛥䛫
䜛䛯䜑䛻䚸ᖹᖖ᫬䛛䜙㛵ಀᅋయ➼ͤ3䛾㛫䛷㐃ᦠ䜢ᅗ䛳
䛶䛔䛟䛣䛸䛜㔜せ䚹

䕿䜎䛪䛿㒔㐨ᗓ┴ཬ䜃ᨻ௧ᣦᐃ㒔ᕷ䛷㓄⨨ྍ⬟䛺యไ
䛜☜ಖ䛥䜜䜛䛣䛸䛜ᮇᚅ䛥䜜䜛䚹

⅏ᐖ᫬እᅜேᨭ᥼
᝟ሗ䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊

䝬䝑䝏䞁䜾

ከゝㄒ䜈䛾⩻ヂ➼

䝙䞊䝈ఏ㐩᝟ሗ཰ཷ

᝟ሗఏ㐩
䠄HP䚸䝯䞊䝹䚸ᆅ᪉
බඹᅋయ❆ཱྀ➼䠅

⾜ᨻ䚸ᨭ᥼ᅋయ
䠄ᨻᗓ䞉ᆅ᪉බඹᅋయ䚸௻ᴗ䚸ᨭ᥼ᅋయ䠅

እᅜே⿕⅏⪅

䝙䞊䝈ᢕᥱ
䠄ᆅ᪉බඹᅋయ❆ཱྀ➼䠅

䕿䕿┴䠄䕿䕿ᕷ䠅
⅏ᐖከゝㄒᨭ᥼䝉䞁䝍䞊

ͤ1 ᝟ሗ䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䛾ᢸ䛔ᡭ䛿䚸㒔㐨ᗓ┴䞉ᨻ௧ᣦᐃ㒔ᕷ䛛䜙᥎⸀䛥䜜䛯⪅䜢᝿ᐃ䚹ලయⓗ䛻䛿䚸ᆅᇦ䛾ᐇ᝟䛻ᛂ䛨䛶䚸᪥
㡭䛛䜙እᅜேᑐᛂ䛻⩦⇍䛧䛶䛔䜛ᆅ᪉බඹᅋయ䛾⫋ဨ䚸ᆅᇦᅜ㝿໬༠఍䜔ᕷ༊⏫ᮧ䛾ᅜ㝿஺ὶ༠఍䛾⫋ဨ䛺䛹䚹

ͤ2 ᝟ሗ䝁䞊䝕䜱䝛䞊䝍䞊䛿䚸እᅜே⿕⅏⪅䛛䜙䝙䞊䝈䜢┤᥋ᢕᥱ䛧䛯䜚䚸ᚲせ䛺᝟ሗ䜢⩻ヂ䛧䛶እᅜே⿕⅏⪅䛻ఏ㐩䛧䛯䜚䛩
䜛䝇䝍䝑䝣䛸㐃ᦠ䛧䛶άື䛩䜛䛣䛸䛜᝿ᐃ䛥䜜䜛䚹

ͤ3  㐃ᦠ䜢ᅗ䜛㛵ಀᅋయ䛸䛧䛶䛿䚸⾜ᨻ䚸ᆅᇦᅜ㝿໬༠఍䚸ከᩥ໬ඹ⏕䝬䝛䞊䝆䝱䞊䚸䠪䠬䠫䚸♫఍⚟♴༠㆟఍➼䛜⪃䛘䜙䜜䜛䚹

ͤ1 ᚋᮇ◊ಟ䛿䚸䛂⅏ᐖከゝㄒᨭ᥼䝉䞁䝍䞊➼䛾ᙺ๭䜔㐠Ⴀ䛃䜔䛂⅏ᐖ᫬䛻䛚
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「3つの効果」を視野に入れた多言語支援の重要性
１）翻訳効果
情報を翻訳して伝える

２）承認効果
自分の言語があることによる安心感
＝ 社会から存在を承認されている

３）アナウンス効果
「日本語以外の言語を話す人」が存在している
ことを地域や組織全体で認識する

多言語化は手段であり、目的は「全体的な安心感の醸成」

14

２．災害時に求められる取り組みについて

災害時に想定される事態から必要な情報をあらかじめ翻訳しておき、発災と同時に
速やかに掲出することで、外国人へ「情報」と「安心感」を届けるとともに、日本人にも
外国人の存在を認識してもらう必要がある
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高まる「担い手としての外国人」への期待

比較的若い地域住民として

• 日本の防災は「地域での助け合い」が基本だが、平日・日中に地域にいるのは高齢
者や障害者と中学生以下の子どもだけ

Ø 過去の災害では、地域にいた「夜勤明けの外国人」が多くの高齢者を救出した例や、避難
所で高齢者に食事や物資を運ぶ外国人家族の様子が報道されている

• 消防団や自治会役員として活躍する外国人も

Ø 外国人コミュニティなどでも独自に「防災リーダー」を育成したり、定期的に炊き出し訓練を
行うところも

支援する施設や組織で働く人として

• 帰宅困難者を支援するコンビニや飲食店で働くのは外国人のアルバイト
Ø 水やトイレ、情報の提供が求められることをアルバイトにもきちんと伝えているのか？

• ホテルやレストランは利用者も従業員も多国籍化
Ø 外国人観光客の避難誘導を行うのも外国人従業員 ← 何語で避難誘導する？

• 福祉避難所の運営も外国人頼みに
Ø 介護福祉士を養成する専門学校に18年4月に入学した学生の6人に１人は外国人

２．災害時に求められる取り組みについて

「担い手としての外国人」に必要な情報や研修を提供する重要性も高まっている

①災害発生時の活動
• 市町村または国際交流協会を拠点に「センター」を設置

Ø多言語支援を核に、外国人へ「安心」を届ける機能は不可欠

Ø設置基準はあらかじめ決めておく

（例：複数の避難所が長期間開設される 等）

Ø被災地域が広範囲になる場合は、複数の拠点を設置し、地域国際化協会
が統括的な事務局を立ち上げるのが望ましい

• 「センター」の機能は情報の収集と発信
Ø通訳と情報収集担当者が３〜４名のチームとなって、避難所を巡回

Ø相談窓口を設け、電話やメールでの相談にも対応

Ø避難所巡回や相談対応で把握できた情報をもとに、多言語で発信すべき
情報を編集する

Ø翻訳した情報を多様なメディアで発信する

多言語支援センターの設置・運営や、多言語支援のあり方については、
自治体国際化協会のマニュアルや手引きを活用してください！

２．災害時に求められる取り組みについて

16



②災害に備える活動
・人材の育成

Ø災害時の実働を想定した通訳等のボランティアの育成
語学以外のスキルについても登録を呼びかける
外国人住民の参画も積極的に促す

Ø協会職員や市町村の担当者、NPOを対象とした研修も必要
災害発生時の役割分担や派遣の仕組みも整備しておく

Ø人材の登録は共通のフォーマット、基準で行う
本当に役に立つ人材を送ってもらわないと、現場は困る
保険や旅費の精算などの必要な情報もあらかじめ聞いておく

・訓練の実施
Ø情報収集やセンターの立ち上げ、人材の派遣のための図上訓練
市町村・県域での訓練に加え、地域ブロックでの訓練も重ねて実施する

Ø外国人住民向けの避難体験と支援者向けの巡回体験を兼ねた避難所訓練
「ストック情報」を増やし、「安心」を提供するための支援のあり方を考える

訓練を定期的に実施し、地域のステークホルダーが
課題を共有しながら備えを改善する機会に！

２．災害時に求められる取り組みについて
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アプリやツールを最大限活用しつつ、「安心感の醸成」に努めよう

• 多様なアプリやツールを日ごろから活用する
Ø AIやITの進化は著しく、機械翻訳も使えるレベルになってきたが、普段から使っ
ていない道具は災害時にも使えない

Ø 外国人が直接アクセスして利用するだけでなく、周囲の日本人が使用すること
を想定したツールの開発も期待したい

• 情報を届けて終わりにせず、双方向性の高いコミュニケーションを心がける
Ø 言語のわかるスタッフやボランティアに期待されていることは、情報を伝えること
よりも話を聞いて不安を和らげること

Ø 周囲の日本人にも外国人の存在を伝え、ともに支え合う関係の構築を促す

２．災害時に求められる取り組みについて

＜災害時に使えるツールの紹介＞

多言語音声翻訳アプリ「ボイストラ」 http://voicetra.nict.go.jp

18言語でニュースを配信する「NHKワールド」 https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/

自治体国際化協会「災害時多言語情報」 http://dis.clair.or.jp

気象用語を翻訳した「多言語辞書データ」 http://www.data.jma.go.jp/developer/multilingual.html
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外国人への災害時対応と多文化共生の地域づくりに向けて

・ 「ストック情報」のちがいに着目し、適切なコミュニケーションをはかる
Ø教育や訓練を通じて持っている知識（＝ストック情報）は、国によって異なる
Ø発災後の情報を多言語に翻訳するだけでは、適切な行動が取れない
Øそれぞれのニーズに合わせた「双方向性の高いコミュニケーション」が大切

・ 具体的で実践的な訓練を定期的に広域連携で実施する
Ø外国人も企画段階から参加できる訓練で、有効な訓練にする
Ø定期的に実施して工夫を重ねるとともに、変化する状況も知る
Ø同時に被災しない他の地域と連携し、受援力も高める

・ 日常の多文化共生の取り組みのなかに災害時対応を組み込む
Ø担い手としての外国人への視点をもち、必要な情報提供や研修を行う
Ø入管法改正やコロナ禍での変化を踏まえ、地域のニーズと資源の把握に努める
Ø変化する地域防災の取り組みにも注目し、他機関との連携を図る

これまでの担い手だけで多様化する外国人への災害時対応は困難
多様な担い手の参画で、地域の暮らしに安心を提供しよう！

３．まとめ
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